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I 問題・目的         があれば,心の豊かさは失われないのではないだ
平成98年熊本地震 (以 下熊本地震)は,平成28  ろ うかと思われる。
年 4月 14日 以降,熊本 0大分を中心に発生 した,   人間のこころは本来 ,大震災後, トラウマ体験
最大震度7を 2回記録す る地震である。熊本県,  が引き起 こす葛藤が和 らげられ,自 分が苦難を体
大分県合わせて8674棟 が全壊 し,249名 の死者を  験 したことの意味を見いだ し,それを自分の人生
出 した。また,余震 も多 く,震度 1)〕ノt上 の地震が  全体の流れの中に位置づけてい く,そのようなこ
同年 12月 までに4411回 発生 している (内 閣府,  ころの作業を行っていくようなレジリエンスを持っ
9017ヽ                    ているの小塩他 (2002)は , レジリエンスの状~V`° /じ                       ‐                                          :_、        !^、
自然災害は,被災した人 の々住まいや町を破壊  態にある者の心理的特1生 として,新たな出来事に
し,職業や暮らし向きに大きな影響を与える:,ま  興味や関心をもち, さまざまなことにチャレンジ
た,人 と人 とのつなが りを分断 し, こころとか ら  してし`こうとする 「新奇 1生追求」, 自分の感 晴を
だに著 しいス トレスを与える。それは時には,心   うまく制御す ることができる 「感情調整」,明 る
:1勺 外傷 (ト ラウマ)と なつて,被災 した人々の心  くポジテ ィブな未来を予想 し,その将来に向けて
を大 きく傷つけることもある (亀岡,2017)。 久  努力 しようとす る 「肯定的な未来志向」の3つ を
留 (2004)に よると,心白′勺外傷 (ト ラウマ)と   見出 した。
は,事件 。事故・災害などをイ′本験 した際のフ重い   そこで本研究では,仮説を見出すための質的研
心の傷のことであ り,イ国人に, 自我が対応できな  究 としてり被災 した人々の地震前後の心理的変化
いほどの強い刺激的あるいは打撃白
/も な体験が加 え  をどのように経験 してし`るのかインタビューを実
られることである。               施 し,そ こで叙述 された内容から生きがい とレジ
地震による トラウマについては,これまでも様々  リエンスの状態を把握することを目白そヮとするcl
な研究がされている。阪神・淡路大震災において,           X 方法
特に,家族や隣人を失った人では,男 女を問わず  研究協力者 熊本地震により住居を失 くした (大
睡眠障害,抑 うつ感の相談比率が高 く,その後の  規模半壊)3名 仏 ,B,C)に 依頼 した。
生活の 目処が立たない絶望感やその後の生活での  調査期間 2017年 8月 ～9月
介護疲れや近親者の死などの二次的ス トレスの影  言り同査方法 熊本地震により住居を失 くした3名 に
響が大 きく関与 していた (兵庫県 こころのケア  対 して,フ ェイスシー ト (年齢,家 ,テ矢構成,職業 ,
セ ンター,2001;有園 ら,2007)。 このよ うに, 勤務歴 とい う基本 }青 報,被災状況)への回答 ,
大きな地震は トラウマに力日え,二次的ス トレスや  インタビュー調査を実施 し,質問紙調査 (精神的
喪失 といった被災 した個人の悲嘆や絶望感,生 き  回復力尺度,PIL尺度 Part A)を施行 した。精
がい等に影響を及ぼす ことが示唆 される。     本中白勺回復力尺度は 「地震発生前」「地震発生直後」
生きがいについて,神谷 (1966)は ,「 人間が  「現在」り PIL尺 度 は今 ::;見 在 について回答 して も
いきいきと生きて行 くために,生きがいほど必要  らった。
なものはない」 と述べている。飯 田 (1990)は ,  インタ ビュー内容  フエイスシ
~卜 をもとに ,
「物の豊かさ」 と,「生きがい」や 「幸せ」 とい う  「地震発生時」,「住居を失 くした後」,「現在」を
「心の豊かさ」はあまり関係がない と述べている。  振 り返 りなが ら自己の感 晴を語ってもらった。
物質的にどんなに豊かでも,幸せで生きがいを感   イ ンタビューの際は,C.ロ ジヤ
~ス (1972)
じることができるとは限 らない。逆に,物質的に  のクライエン ト中心療法のアプローチに準拠する
はどんなに貧 しくても,幸せで生きがいに満ち溢  ことで,喪失体験を乗 り越えている力になってい
れた人生を送 ることができる (飯 田, 1990)。 こ  るものや感 晴をより
~丁
寧に深めて聴 くことができ










いる家族)(自 分の職業への誇 り)な ど14のテー
マ,Bは (本震 :『ただごとではない』危険を感
じる地震,不安)(生 きがい,家族が帰ってくる





【周 りの支えI I母親 として子どもの心配】 【精
神的不調】 【震災の良い影響】 【生きがい】 【未
来志向I I回復】の10の新たなテーマが現れた。
【非常時の冷静な判断力】について,特にAは ,
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